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講演要旨: シリア、エジプト、リビア、イラク等、中

東・北アフリカ地域での混乱が早期に収まらない状況と
なっている。紛争の拡大は、中東・北アフリカ地域の政
治・経済・社会のいずれの面でも重荷となり、さらに世
界的にも原油価格の高騰、紛争の波及、テロ拡大の可能
性を増している。 

一方、米国発のシェール革命により、米国がエネルギー
輸入国から輸出国に転換することで、世界的にもエネル
ギー需給の従来の構造が見直され、輸出入ルートが変更
となり、輸出入の方向の逆転すら生じようとしている。 

今後、中東地域が担ってきた世界のエネルギー供給者と
してのポジションが維持可能か、紛争の継続がどのよう
な負の影響を生じさせることになるかを検討する。 
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